
 平 成 ２ ３ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ｄ Ｄ 第 二 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
  問 題 番号 ご と の解答数  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ L －  1 ～  7

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ L －  8 ～ 13

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ L － 14 ～ 18

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０１L９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｈ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｇ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び各問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｌ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示すように、起電力ＥＡ が１.５０ボルト、内部抵抗ｒＡ が０.１０オームの電池Ａと、

起電力ＥＢ が１.２０ボルト、内部抵抗ｒＢ が０.９０オームの電池Ｂとを並列に接続した場合、

図２に示すような (ア) の単一の電池と同じに見なすことができる。 (５点)

① 起電力Ｅが１.２７ボルト、内部抵抗ｒが０.０５オーム

② 起電力Ｅが１.４７ボルト、内部抵抗ｒが０.０５オーム

③ 起電力Ｅが１.２７ボルト、内部抵抗ｒが０.０９オーム

④ 起電力Ｅが１.３５ボルト、内部抵抗ｒが０.０９オーム

⑤ 起電力Ｅが１.４７ボルト、内部抵抗ｒが０.０９オーム

図 １

ｂa

ｒＡ＝０.１０ ΩＶＥＡ＝1.５０

ｒＢ＝０.９０ ΩＶＥＢ＝1.２０

電池Ａ

電池Ｂ

図 ２

ｂa

ｒＥ



Ｌ－2

(２) 図３に示す回路において、コイルに流れる交流電流ＩＬ が６アンペアであるとき、全交流電

流Ｉは、 (イ) アンペアである。 (５点)

① ２ ② ５ ③ １０ ④ １２ ⑤ １３

(３) 帯電体Ａの周囲を中空導体Ｂで覆い、Ｂを接地すると、Ｂの外部は、Ａの電荷の影響を受け

ない。これは、一般に、 (ウ) 効果といわれる。 (５点)

① 電磁遮蔽 ② 静電遮蔽 ③ 電磁誘導 ④ 静電誘導 ⑤ 電気分極

(４) 正弦波交流回路において、有効電力をＰワット、無効電力をＱバールとするとき、力率は、

Ｐ÷ (エ) で表される。 (５点)

① (Ｐ＋Ｑ) ② (√Ｐ＋√Ｑ)２ ③ √Ｐ２＋Ｑ２

④ (Ｐ－Ｑ) ⑤ (√Ｐ－√Ｑ)２

図 ３

ＩＬ＝６

Ω

Ａ

ＸＣ＝１５ΩＲ＝１０

Ｉ

Ω ＸＬ＝５
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 不純物半導体において、正孔を生ずる不純物はアクセプタ、電子を生ずる不純物はドナー

といわれる。

Ｂ ４価のシリコン(Ｓｉ)真性半導体の結晶中に、３価のインジウム(Ｉｎ)などの原子を微量

に加えることにより、生成される自由電子が電気伝導の主たる担い手となる不純物半導体は

ｎ形半導体といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図に示すトランジスタ回路において、コレクタ－エミッタ間の電圧ＶＣＥ は、 (イ) ボ

ルトである。ただし、ＶＢを２ボルト、ＶＣを１０ボルト、ＲＢを６５キロオーム、ＲＣを２キ

ロオーム、直流電流増幅率ｈＦＥを１００、ベースとエミッタ間の電圧ＶＢＥ を０.７ボルトとする。

(４点)

① ２ ② ４ ③ ５ ④ ６ ⑤ ８

(３) ダイオードについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ホトダイオードは、ｐｎ接合面に光を照射すると光の強さに応じた電流が流れる現象を利

用して光信号を電気信号に変換する半導体素子である。

Ｂ 定電圧ダイオードは、逆方向に加えた電圧がある値を超えると急激に電流が増加する誘導

現象を生じ、広い電流範囲で電圧を一定に保つ特性を有する半導体素子である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 接合形電界効果トランジスタは、半導体内部の多数キャリアの流れを、 (エ) 電極に加

える電圧により制御する素子である。 (４点)

① ドレイン ② ベース ③ ソース ④ ゲート

(５) トランジスタの静特性の一つである入力特性は、エミッタ接地方式において、コレクタ－

エミッタ間の電圧ＶＣＥを一定に保ったときの (オ) とベース電流ＩＢとの関係を示したも

のである。 (４点)

① コレクタ電流ＩＣ ② ベース－コレクタ間の電圧ＶＢＣ

③ エミッタ電流ＩＥ ④ ベース－エミッタ間の電圧ＶＢＥ

ＶＣＥ
ＶＢＥ

ＢＲ

ＶＢ

ＶＣ

ＲＣ



Ｌ－4

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 表に示す２進数 Ｘ１、Ｘ２について論理和を求め１０進数に変換すると、 (ア) になる。

(５点)

① ６８ ② ７１ ③ ８４ ④ ８７ ⑤ １５５

２進数

Ｘ１ ＝ １０００１１１

Ｘ２ ＝ １０１０１００

(２) 図１に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (イ) であるとき、入力ａ及び入力ｂと

出力ｃとの関係は、図２で示される。 (５点)

図１

図２

(３) 次に示す論理式をブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (ウ) で表す

ことができる。 (５点)

(Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)

① ０ ② Ａ ③ Ａ ④ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

⑤ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

① ② ③ ④

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ

Ｍ

a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力
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(４) 図３に示す論理回路は、ＮＯＲゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及び入力ｂ

に図４に示す入力がある場合、図３の出力ｃは、図４の出力のうち (エ) である。(５点)

① ｃ１ ② ｃ２ ③ ｃ３ ④ ｃ４ ⑤ ｃ５

図３

図４

a

b

c1

c2

c3

c4

c5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

入力ａ
出力ｃ入力ｂ

出力 d
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す電気通信回線への入力電力が２４ミリワット、その伝送損失が１キロメートル当

たり０.８デシベル、増幅器の利得が３０デシベルのとき、負荷抵抗Ｒ１で消費する電力は、

(ア) ミリワットである。ただし、変成器は理想的なものとし、入出力各部のインピーダ

ンスは整合しているものとする。 (５点)

① ２４ ② ４８ ③ ９６ ④ １２０ ⑤ ２４０

(２) 同軸ケーブルは、一般的に使用される周波数帯において信号の周波数が４倍になると、その

伝送損失は、約 (イ) 倍になる。 (５点)

１ １ １① ② ③ ④ ２ ⑤ ４ ⑥ １６１６ ４ ２

(３) 図２に示すように、異なるインピーダンスＺ１ 、Ｚ２ の線路を接続して信号を伝送したとき、

その接続点における電圧反射係数をｍとすると、電流反射係数は、 (ウ) で表される。

(５点)

① －ｍ ② １－ｍ ③ ｍ ④ １＋ｍ

(４) ある伝送路の送信端における信号電力をＰＳワット、受信端における信号電力をＰＲワット

とするとき、この伝送路の伝送損失は、 (エ) デシベルで表される。 (５点)

ＰＳ ＰＲ ＰＳ ＰＲ① １０ log ② １０ log ③ ２０ log ④ ２０ log10 ＰＲ 10 ＰＳ 10 ＰＲ 10ＰＳ

図１

変成器

Ｒ
600

Ｒ２

1
発振器 電気通信回線

２５

増幅器

z 1 z２

kｍ

300Ω Ω 600 Ω

600 Ω

図２

伝送方向 接続点

ｍ
電圧反射係数Ｚ１ Ｚ２
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 搬送波として連続する方形(矩形)パルスを使用し、方形(矩形)パルスの幅を入力信号の振幅
く

に対応して変化させる変調方式は、 (ア) といわれる。 (４点)

① ＰＣＭ ② ＰＡＭ ③ ＰＰＭ ④ ＰＷＭ ⑤ ＰＴＭ

(２) フィルタについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ デジタルフィルタは、信号をデジタル処理する遅延器、加算器及び乗算器で構成すること

ができ、一般に、アナログフィルタと比較して、高精度な周波数選択性を有している。

Ｂ コイル、コンデンサなどの受動素子のみで構成されるフィルタは、一般に、アクティブ

フィルタといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 減衰ひずみについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 減衰ひずみは、非直線ひずみの一種であり、伝送路における信号の減衰量が周波数に対し

て比例関係にあるために生ずるひずみである。

Ｂ 音声回線における減衰ひずみが大きいと、鳴音が発生したり反響が大きくなるなど、通話

品質の低下の要因となる場合がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) デジタル回線の伝送品質を評価する尺度の一つである (エ) は、１秒ごとに平均符号

誤り率を測定し、平均符号誤り率が１×１０－３を超える符号誤りの発生した秒の延べ時間(秒)

が、稼働時間に占める割合を示したものである。 (４点)

① ＢＥＲ ② ％ＥＳ ③ ％ＥＦＳ ④ ％ＳＥＳ

(５) 光中継システムに用いられる光再生中継器では、伝送途中で発生した雑音やひずみなどによ

り減衰劣化した信号波形を再生中継するために、 (オ) 、タイミング抽出及び識別再生の

機能を有しており、３Ｒ機能ともいわれる。 (４点)

① 等化増幅 ② 強度変調 ③ 波長分散 ④ 位相同期



Ｌ－8

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図は、ＡＤＳＬモデム(モデム機能のみの装置)の背面の例を示したものである。このＡＤＳＬ

モデムについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 専用型のＡＤＳＬサービス用として使用する場合は、モジュラプラグ付き配線コードで、

回線ポートからＡＤＳＬスプリッタを介して電気通信事業者側のアクセス回線に接続する。

Ｂ ＩＮＩＴスイッチは、設定した内容が誤操作などで消去されないように、ＡＤＳＬモデム

内のメモリに設定した内容を保存するために使用する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＰ電話のネットワークサービス機能などについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 電気通信事業者の汎用サーバを用いたＩＰセントレックスは、ＰＳＴＮ(Public Switched

Telephone Networks)を介してＩＰセントレックスユーザのＩＰネットワークと電気通信事業者

のＩＰセントレックス装置間を接続する。

Ｂ 光アクセス回線を利用したＩＰ電話のネットワークサービスにおいては、電気通信事業者

を指定した｢００Ｘ１Ｘ２｣(Ｘ１Ｘ２は、総務大臣の指定により電気通信事業者ごとに定められる

数字)を付加する番号による発信はできない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) スイッチングハブ(Ｌ２スイッチ)のフレーム転送方式のうち (ウ) 方式では、フレーム

の先頭から６４バイトまで読み取り、異常がなければ、そのフレームを転送する。なお、この

方式では、速度やフレーム形式の異なるＬＡＮ相互は接続できない。 (４点)

① カットアンドスルー ② ストアアンドフォワード

③ スパニングツリー ④ フラグメントフリー

電源アダプタ端子

ＩＮＩＴスイッチ

ＬＡＮポート

アース端子

回線ポート

DC IN

INIT

PC

FG

回線
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(４) ＩＥＴＦのＲＦＣ３２６１において標準化されたＳＩＰは、単数又は複数の相手とのセッシ

ョンを生成、変更及び切断するための (エ) 層制御プロトコルである。これらのセッション

には、インターネット通話、マルチメディア配信などが含まれる。 (４点)

① データリンク ② トランスポート

③ ネットワーク ④ アプリケーション

(５) 無線ＬＡＮについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ ＣＳＭＡ／ＣＤ方式を用いている無線ＬＡＮでは、衝突を回避するため、ある時間だけ

データの送信を待ち、他の無線端末から電波が出ていないことを確認してから送信する。

Ｂ 国内で使用されている２.４ＧＨz帯のＩＳＭバンドを使用する無線ＬＡＮでは、各種の

ＩＳＭバンド対応機器など、他のシステムとの干渉を避けるため、スペクトル拡散変調方式

が用いられている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＥＥＥ８０２.３ａｅにおいて標準化された１０ギガビットイーサネット規格のＬＡＮ用と

して、長波長(1,310nm帯)の半導体レーザを用いた１０ＧＢＡＳＥ－ (ア) では、シングル

モード光ファイバが使われる。 (４点)

① ＥＷ ② ＬＲ ③ ＳＷ ④ ＳＲ

(２) デジタル信号を送受信するための伝送路符号化方式のうち (イ) 符号は、１０ＢＡＳＥ

－Ｔで用いられ、図に示すように、ビット値１の時はビットの中央で信号レベルを低レベルか

ら高レベルへ、ビット値０の時はビットの中央で信号レベルを高レベルから低レベルへ反転さ

せる符号である。 (４点)

① マンチェスタ ② ＭＬＴ－３ ③ ＮＲＺＩ ④ ＮＲＺ

(３) 光アクセスネットワークの設備構成などについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。

(４点)

Ａ ＡＤＳ(Active Double Star)は、ＯＬＴとＯＮＵの間に光信号を合・分波する光スプリッタ

が用いられ、一つのＯＬＴに複数のＯＮＵが接続される構成である。

Ｂ 大規模集合住宅のＭＤＦ室などまで光ファイバケーブルを敷設し、ユーザ側は光信号を電気

信号に変換して、ＶＤＳＬ方式により、既設の電話用の宅内配線を利用する方法がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

入力

出力

高レベル

低レベル

１ ０ ０ １ ０ １ ０ １
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(４) ＡＴＭの技術などについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (エ) である。(４点)

① ＡＴＭ網の通信品質は、セル損失率だけではなく、セルを受信端末に送り届けるま

でに要する時間、遅延時間のゆらぎの程度などのパラメータと併せて規定されている。

② セルヘッダのＣＬＰフィールドは、８ビットで構成され、セル破棄の優先度を示す。

③ ＳＤＨベースのユーザ・網インタフェースにおける物理媒体依存サブレイヤは、

ＡＴＭセル速度(有効セルの速度)を伝送速度(伝送ペイロード容量)に合わせるために、

セル流の速度整合を行う。

④ ＳＤＨベースのユーザ・網インタフェースにおける物理媒体依存サブレイヤで生成・

挿入された空きセルは、転送先のＡＴＭレイヤには渡されない。

(５) 広域イーサネットなどについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 広域イーサネットにおいて用いられるＥｏＭＰＬＳは、ＭＰＬＳ網内でイーサネットフレー

ムを転送する技術である。

Ｂ 広域イーサネットが、レイヤ３の機能をデータ転送の仕組みとして使用しているのに対して、

ＩＰ－ＶＰＮはレイヤ２の機能をデータ転送の仕組みとして使用している。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) コンピュータからの情報漏洩を防止するための対策の一つで、ユーザが利用するコンピュー
えい

タには必要最小限の処理をさせ、ほとんどの処理をサーバ側に集中させるシステムは、一般に、

(ア) システムといわれる。 (４点)

① シンクライアント ② 検疫ネットワーク

③ リッチクライアント ④ コンピュータフォレンジック

(２) コンピュータシステムへの脅威について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ スキミングとは、金融機関などの正規の電子メールやＷｅｂサイトを装い、暗証番号やク

レジットカード番号などを入力させて、個人情報を盗む行為である。

Ｂ コンピュータシステムへの不正侵入者により再びそのシステムに侵入しやすくするために

仕掛けられた侵入経路は、一般に、バックドアといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 暗号方式などについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (ウ) である。(４点)

① 公開鍵暗号方式では、通信内容の秘匿に使用する場合、メッセージを暗号化する

ための鍵は秘密鍵といわれ、復号するための鍵は公開鍵といわれる。

② 暗号化電子メールには、ＰＧＰ、Ｓ／ＭＩＭＥなどが用いられている。

③ 同一の方式による暗号の強度は、一般に、暗号化に使用する鍵の長さが長いほど

高い。

④ 共通鍵暗号は、公開鍵暗号と比較して、一般に、暗号化・復号の処理速度が速い。



Ｌ－11

(４) ファイアウォールを通過するＩＰパケットに対して、ヘッダだけでなくペイロード部分のデ

ータもチェックして動的にフィルタリングを行い、プロキシサーバとして動作する制御方式は、

一般に、 (エ) 方式といわれる。 (４点)

① アプリケーションゲートウェイ ② コンテンツフィルタリング

③ サーキットレベルゲートウェイ ④ パケットフィルタリング

(５) ＳＳＬ－ＶＰＮは、暗号化にＳＳＬを利用したＶＰＮであり、リモートアクセスするアプリ

ケーションがＷｅｂベースの場合、クライアント側にＶＰＮ専用の装置を用いることなく

(オ) を利用することにより、リモートアクセスが可能である。 (４点)

① トークン ② Ｗｅｂブラウザ ③ オートダイヤラー ④ ＩＰｓｅｃ

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ホームネットワークなどの配線に用いられるプラスチック光ファイバは、石英系光ファイバ

と比較して、曲げに強く折れにくいなどの特徴があり、送信モジュールには、一般に、光波長

が６５０ナノメートルの (ア) が用いられる。 (４点)

① ＺＤ ② ＦＥＴ ③ バリスタ ④ ＬＥＤ

(２) １００ＢＡＳＥ－ＴＸのＬＡＮ配線工事を行う場合、クラス２のリピータハブのカスケード

接続は (イ) 段までとなるように、リピータハブの設置及び配線を行う必要がある。(４点)

① ２ ② ３ ③ ４ ④ ５

(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４の設備設計では、複数利用者通信アウトレットは、最大で

(ウ) のワークエリアに対応するように制限されるのが望ましいと規定されている。(４点)

① ６ ② ８ ③ １２ ④ １６

(４) ＬＡＮ配線工事などについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ イーサネットのＬＡＮ配線工事に用いられるＵＴＰケーブルは不平衡形ケーブルであり、

２本のケーブル心線が撚り対線であるため、近端漏話などの内部雑音の影響を受けやすいが、
よ

外部からの電磁妨害雑音に対する耐性は強い。

Ｂ カテゴリ５のＵＴＰケーブルを用いた配線工事で、パッチパネルや通信アウトレットを介

したハブから端末間の配線では、インピーダンス不整合による信号の反射損失を低減するた

め、各配線要素は同一の公称インピーダンス１００オームを持たなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、図に示す水平配線の設計において、インタコネクト－

ＴＯモデル、カテゴリ５要素を使ったクラスＤのチャネルの場合、機器コード及びワークエリ

アコードの総和が１６メートルのとき、水平ケーブルの最大長は、 (オ) メートルである。

ただし、使用温度は２０℃、コードの挿入損失dＢ／ｍは水平ケーブルの挿入損失dＢ／ｍ

に対して５０パーセント増とする。 (４点)

① ８２.０ ② ８４.５ ③ ８５.０ ④ ８６.５

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＰボタン電話装置の発信機能などについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。(４点)

Ａ ＩＰボタン電話装置には、ＩＰ網の電話番号計画で許容されない電話番号に外線発信の操作

が行われた場合、ブロードバンドルータユニットが、ＩＰ網からステータスコード(380 Alter-

native Serviceなど)を受信し、主制御ユニットに対して切断メッセージを通知する機能を有

するものがある。

Ｂ 電話番号が０５０で始まるＩＰ電話サービスを契約しているユーザのＩＰボタン電話装置

では、緊急通報番号である１１０／１１９／１１８へダイヤルした場合、ＩＰ網を介して、

警察／消防／海上保安に接続できる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＣＭＰのエコー要求メッセージとエコー応答メッセージを用いる基本的なコマンドである

(イ) コマンドは、宛先のＩＰアドレスを指定して、宛先のホストコンピュータがネット

ワークに正常に接続されていることを確認する場合に用いられる。 (４点)

① ｎｅｔｓｔａｔ ② ｉｐｃｏｎｆｉｇ

③ ｔｒａｃｅｒｔ ④ ｐｉｎｇ

(３) 現場取付け可能な単心接続用の光コネクタで、コネクタプラグとコネクタソケットの２種類

があり、架空光ファイバケーブルの光ファイバ心線とドロップ光ファイバケーブルに取り付け、

架空用クロージャ内での心線接続に用いられる光コネクタは、 (ウ) コネクタといわれる。

(４点)

① ＦＣ(Fiber optic Connector) ② ＭＴ(Mechanically Transferable splicing)

③ ＭＰＯ(Multifiber Push-On) ④ ＦＡＳ(Field Assembly Small-sized)

ＴＯ

ＴＥＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード

ワークエリアコード

水平配線ケーブル

Ｃ = 接続点

チャネル



Ｌ－13

(４) ＪＩＳ Ｃ ６８２３：２０１０光ファイバ損失試験方法で規定されているカットバック法及

び挿入損失法について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ カットバック法は、入射条件を変えずに、図に示すように、光ファイバの二つの地点での

パワーＰ１(λ)、Ｐ２ (λ)を測定する。Ｐ２ (λ)は光ファイバ末端から放射される光パワーと

し、Ｐ１ (λ)は入射地点近くで切断した光ファイバから放射される光パワーとする。

Ｂ 挿入損失法は、光ファイバの単一方向の測定であり、光ファイバの異なる箇所から光ファ

イバの先端まで後方散乱光パワーを測定する方法である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 工程管理に用いられる各種工程表の特徴について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。

(４点)

Ａ アローダイアグラムによる工程表は、ＰＥＲＴといわれる日程計画及び管理の技法で使用

され、作業の関連などをつなぎ合わせた矢線図で表現しており、ネットワーク工程表ともい

われている。

Ｂ ガントチャートによる工程表は、各作業項目ごとに１本の横線で表すので、横線式工程表

ともいわれ、工期に影響する作業を把握しやすいが、各作業ごとの達成度は表示できない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

入射側 出射側

被測定光ファイバ

断面２断面１

Ｐ Ｐ１ ２(λ) (λ)

Ａ(λ)＝１０ log
１０

Ｐ

Ｐ
１

２(λ)

(λ)

:  dＢ

 mＷ

 mＷ

断面１と２との間の波長λでの損失Ａ(λ)

Ｐ２(λ) :

Ｐ１(λ) :光ファイバ入射側断面１を通過する光パワー

光ファイバ出射側断面２を通過する光パワー
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 音声伝送役務とは、おおむね４キロヘルツ帯域の音声その他の音響を伝送交換する

機能を有する電気通信設備を他人の通信の用に供する電気通信役務であってデータ伝

送役務以外のものをいう。

② 電気通信設備とは、電気通信を行うための機械、器具、支持物その他の機械的設備

をいう。

③ 基礎的電気通信役務とは、国民生活に不可欠であるためあまねく日本全国における

提供が確保されるべきものとして総務省令で定める電気通信役務をいう。

(２) ｢重要通信の確保｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 重要通信を優先的に取り扱わなければならない場合において、電気通信事業者は、必要が

あるときは、総務省令で定める基準に従い、電気通信業務の一部を停止することができる。

Ｂ 電気通信事業者は、電気通信事業法に規定する重要通信の円滑な実施を他の電気通信事業

者と相互に連携を図りつつ確保するため、他の電気通信事業者と電気通信設備を相互に接続

する場合には、総務省令で定めるところにより、重要通信の優先的な取扱いについて取り決

めることその他の必要な措置を講じなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 登録認定機関による技術基準適合認定を受けた端末機器であって電気通信事業法の規定によ

り表示が付されているものが同法の総務省令で定める技術基準に適合していない場合において、

総務大臣が電気通信回線設備を利用する (ウ) への妨害の発生を防止するため特に必要が

あると認めるときは、当該端末機器は、同法の規定による表示が付されていないものとみなす。

(４点)

① 特定の端末設備 ② 特定の自営電気通信設備

③ 他の電気通信事業者 ④ 他の利用者の通信

(４) 総務省令で定める｢端末設備の接続の技術基準｣により確保されるべき三つの事項のうちの二

つについて述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 電気通信事業者の設置する電気通信回線設備と利用者の接続する端末系伝送路設備との責

任の分界が明確であるようにすること。

Ｂ 電気通信回線設備を利用する他の利用者に迷惑を及ぼさないようにすること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電気通信事業法に規定された、電気通信事業者の電気通信回線設備と端末設備との接続の検

査に従事する者は、その身分を示す (オ) を携帯し、関係人に提示しなければならない。

(４点)

① 登録票 ② 免許証 ③ 認定証 ④ 証明書
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。

(小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の二つの文章

は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＤＤ第二種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット以下のものに限る工事を

行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続す

るための工事を除く。

Ｂ ＡＩ第二種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

端末設備等に収容される電気通信回線の数が１００以下であって内線の数が２００以下のも

のに限る工事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設

備等を接続するための工事のうち、総合デジタル通信回線の数が毎秒６４キロビット換算で

１００以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の再交付｣について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (イ) である。 (４点)

① 工事担任者資格者証を破ったことが理由で、再交付を受けることができる。

② 工事担任者資格者証を汚したことが理由で、再交付を受けることができる。

③ 工事担任者の住所に変更を生じたことが理由で、再交付を受けることができる。

④ 工事担任者資格者証を失ったことが理由で、再交付を受けることができる。

(３) 端末機器の技術基準適合認定について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ アナログ電話用設備に接続される変復調装置は、技術基準適合認定の対象となる端末機器

である。

Ｂ 移動電話用設備に接続される構内交換設備は、技術基準適合認定の対象となる端末機器で

ある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 総務大臣は、有線電気通信設備を (エ) した者に対し、その設備が有線電気通信法の規

定に基づく政令で定める (オ) に適合しないため他人の (エ) する有線電気通信設備

に妨害を与え、又は人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与えると認めるときは、その

妨害、危害又は損傷の防止又は除去のため必要な限度において、その設備の使用の停止又は改

造、修理その他の措置を命ずることができる。 (４点×２＝８点)

① 承 継 ② 保安基準 ③ 委 託 ④ 技術基準

⑤ 認 可 ⑥ 設備規格 ⑦ 設 置 ⑧ 設置基準



Ｌ－16

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 電話用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主として

音声の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

② アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備を

接続する点においてアナログ信号を入出力とするものをいう。

③ 移動電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備との接

続において電波を使用するものをいう。

④ デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であ

って、デジタル方式により、符号、音声その他の音響又は影像を統合して伝送交換す

ることを目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

(２) 配線設備等の評価雑音電力(通信回線が受ける妨害であって人間の聴覚率を考慮して定めら

れる実効的雑音電力をいい、誘導によるものを含む。)は、絶対レベルで表した値で定常時に

おいてマイナス６４デシベル以下であり、かつ、最大時においてマイナス (イ) デシベル

以下でなければならない。 (４点)

① ５０ ② ５４ ③ ５８ ④ ６２

(３) 端末設備の機器の｢絶縁抵抗等｣について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 絶縁耐力は、使用電圧が７５０ボルトを超える直流及び６００ボルトを超える交流の場合

にあっては、その使用電圧の１.５倍の電圧を連続して１０分間加えたときこれに耐えること。

Ｂ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１００オーム以下となるように接地
きょう

しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、こ

の限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ｢配線設備等｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流７５０ボルト以上の一の電

圧で測定した値で１メガオーム以上であること。

Ｂ 事業用電気通信設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにするため、総務大臣

が別に告示するところにより配線設備等の設置の方法を定める場合にあっては、その方法に

よるものであること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 通話機能を有する端末設備は、 (オ) から過大な音響衝撃が発生することを防止する機

能を備えなければならない。 (４点)

① 通話中に送話器 ② 通話中に受話器

③ 通話切替え時に送話器 ④ 通話切替え時に受話器



Ｌ－17

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 責任の分界又は安全性等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) で

ある。 (４点)

① 利用者の接続する端末設備(以下｢端末設備｣という。)は、事業用電気通信設備との

責任の分界を明確にするため、事業用電気通信設備との間に分界点を有しなければな

らない。

② 分界点における接続の方式は、配線設備を端末設備ごとに事業用電気通信設備から

容易に切り離せるものでなければならない。

③ 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機

能を有してはならない。

④ 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ず

る発振状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件

を満たすものでなければならない。

(２) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 使用する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するとこ

ろにより判定を行い、空き状態である場合にのみ通信路を設定するものであること。ただし、

総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

Ｂ 使用される無線設備は、一の筐体に収められており、かつ、容易に開けることができるこ

と。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

文章のうち、誤っているものは、 (ウ) である。 (４点)

① 信号送出時間は、５０ミリ秒以上であること。

② ミニマムポーズは、３０ミリ秒以上であること。

③ 周期とは、信号送出時間とミニマムポーズの和をいう。

④ 周期は、１６０ミリ秒以上であること。

(４) 移動電話端末の｢基本的機能｣又は｢発信の機能｣について述べた次の文章のうち、正しいもの

は、 (エ) である。 (４点)

① 発信を行う場合にあっては、応答を要求する信号を送出するものであること。

② 応答を行う場合にあっては、チャネルの設定を要求する信号を送出するものである

こと。

③ 通信を終了する場合にあっては、チャネルを切断する信号を送出するものであること。

④ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後２分以内にチャネルを切

断する信号を送出し、送信を停止するものであること。

(５) 複数の電気通信回線と接続される専用通信回線設備等端末の回線相互間の漏話減衰量は、

１,５００ヘルツにおいて (オ) デシベル以上でなければならない。 (４点)

① ５０ ② ６０ ③ ７０ ④ ８０



Ｌ－18

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する絶縁電線とは、 (ア) で被覆されている電線をいう。

(４点)

① 保護物のみ ② 保護物及び絶縁物

③ 保護物又は絶縁物 ④ 絶縁物のみ

(２) 有線電気通信設備令に規定する｢架空電線の支持物｣及び｢架空電線の高さ｣について述べた次

の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 道路上に設置する電柱、架空電線と架空強電流電線とを架設する電柱その他の総務省令で

定める電柱は、総務省令で定める安全係数をもたなければならない。

Ｂ 架空電線の高さは、その架空電線が道路上にあるとき、鉄道又は軌道を横断するとき、及

び河川を横断するときは、総務省令で定めるところによらなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備令施行規則に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ウ) である。 (４点)

① 強電流裸電線とは、絶縁物で被覆されていない強電流電線をいう。

② 強電流ケーブルとは、絶縁物のみで被覆されている強電流電線をいう。

③ 低周波とは、周波数が１００ヘルツ以下の電磁波をいう。

④ 低圧とは、直流にあっては６００ボルト以下、交流にあっては７５０ボルト

以下の電圧をいう。

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律において｢アクセス制御機能｣とは、特定電子計算機

の特定利用を自動的に制御するために当該特定利用に係るアクセス管理者によって当該特定電

子計算機又は当該特定電子計算機に電気通信回線を介して接続された他の特定電子計算機に付

加されている機能であって、当該特定利用をしようとする者により当該機能を有する特定電子

計算機に入力された符号が当該特定利用に係る識別符号であることを確認して、当該特定利用

の (エ) の全部又は一部を解除するものをいう。 (４点)

① 規 約 ② 制 限 ③ ログ管理 ④ 認証措置

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において｢電子署名｣とは、電磁的記録に記録することが

できる情報について行われる措置であって、次の要件のいずれにも該当するものをいう。

(ⅰ) 当該情報が当該措置を行った者の作成に係るものであることを示すためのものであること。

(ⅱ) 当該情報について (オ) が行われていないかどうかを確認することができるものであ

ること。 (４点)

① 改 変 ② 盗 聴 ③ 解 読 ④ 閲 覧



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

 
(10) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


